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【はじめに】	 

























(Nd:YAG 3ω、 355 nm)が照射される。これ
により、固定された試料は蒸発され、分析室
へと導入される。ガス状の試料は、（１）蒸
発に用いた 355 nm 光、（２）電子衝撃、（３）
MPI 用レーザーのいずれ 
かによりイオン化される。生成
したイオンは加速電極により
上方へと加速され、飛行時間型
質量分析計により質量選別さ
れる。講演では、この装置を用
いて測定した有機金属錯体の
質量スペクトルおよび MPI 励
起スペクトルについて報告す
る予定である。 
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